
バウッダコーシャ科研公開シンポジウム 

『般若心経』を解体する 

––––『般若心経』研究の最前線 –––– 

 

日時： 2017年 11月 25日（土）13:30–18:30 

場所： 国際仏教学大学院大学・春日講堂（http://www.icabs.ac.jp/map.htm） 

緊急の際には、事務局の横山（090-2461-7662）までご連絡ください。 

 

個人発表 13:30-                                                        

『プラサンナパダー』における『中論』偈頌の形態について  王俊淇 

『瑜伽師地論』における五遍行中の思（cetanā）について  楊潔 

インド仏教思想における基体・属性の理解  

―ダルマキールティの bhāvapratyaya 論とともに―  石田尚敬 

 

共通テーマ「般若心経を解体するー『般若心経』研究の最前線ー」 15:30-      

（司会 斎藤 明） 

『般若心経』のルーツと構成     渡辺章悟 

経録に見る『般若心経』     落合俊典 

インドにおける『般若心経』注釈書の系譜   望月海慧 

『般若心経』とアヴァローキテーシュヴァラ（観音/観自在） 斎藤 明 

 

全体討論  『般若心経』の現代語訳とその解釈をめぐって 


